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実効光度の算出方法を下記に示します。 

引用元：照明工学 一般社団法人照明学会（編）オーム社 

 

 

 

 

 



アンゼンマンで使用している LEDの輝度は 50cdです。 

点滅間隔は下記の通りです。4000ミリ秒間に 1ミリ秒×25回＝25ミリ秒、点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用している光源は砲弾型 LEDです。この LEDは光の広がり方に方向性があります。 

広がりの角度はおよそ 15°です。LEDの仕様書より図を引用します。 

 

 

 

アンゼンマンは 4個の LEDを 90°間隔で並べています。 

先ほどの LEDの光の広がり方を LED配置図に重ね合わせると、下図のようになります。 
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上の図より、正面直視時の LEDの個数は、真正面から見える分が 1個（①）とします。 

また、真横向きの分を 0.2個（②×2）と見積もって、合計で（1個+0.2個）＝1.2個とし

ます。 

 

これらを引用元の資料の（8・13）の式に当てはめます。 

 

Ie＝定数 5 × 50cd × 1.2個 ×（1㎜ sec×25回/4000） 

＝1.875 

 

よって、アンゼンマンの実効光度は約 2cdと算出されます。 

 

LED配置図（上面視） 

① 1個 

② 0.1個 ② 0.1個 


